
取組名：過疎・少子化に直面する山陰地域における志望・養成・採用・研修段階の一貫した取組による教師の質保証

申請大学名：島根大学

②地域教員育成型
島根県7名・鳥取県7名

［島根県内高等学校］

太矢印は大学入学前から採用に至る人材育成の流れを表す

［鳥取県内高等学校］

［鳥取県教育委員会］

②学校推薦型選抜
R7年度～ 島根県33名

［島根県教育委員会］

④島根創生特別枠 ④島根大学特別枠（仮称）

【「山陰地域における教職への理解」の開発】
［大学→高校］教員と学生が高校を訪問し座談会等を実施
［高校→大学］高校生が大学体験入学や教育実習見学を実施
※高校生のロールモデルとなる教職志望の現役大学生が参画
※入学後に卒業要件（「1000時間体験学修」）の一部として認定
※教職適性の見極め・教職イメージの具体化によって、
高校生と養成課程とのミスマッチを減少させ「教職離れ」を防ぐ

①入学前プログラム

【共同開講科目の創設】
必修科目「地方教育創生論」(仮称)
を共同開講する。一部授業では、
島根県教育委員会職員が講師を担当

【学生ネットワークの形成】
教員養成プログラムの相互開放に
よる大学を越えた学生の交流促進

⑤両県教育委員会との協働

【教員採用試験に係る大学での学修成果の評価基準の開発】
【1000時間体験学修や社会教育士プログラムの協働開発・実施】

【学生の卒後支援とキャリアパスの構築】
教員養成協働

コーディネーター3名
連携コーディネーター1名に
よる協働体制の構築

山陰教師教育コンソーシアム

④島根創生特別枠

⑥大学間連携 ③教員養成機能強化

【社会教育士プログラムのリニューアル】
コーディネート能力・ファシリテーション能力・プレゼンテー
ション能力を備え、中山間地域・離島の教育の当事者として
「社会に開かれた教育課程」を推進する社会教育の専門性を
有する教員養成⇒山陰の若手中核教員を継続的・安定的に養成

【山陰学校体験学修(100時間)の必修化】

【高大接続アドバイザー制度の創設】
地域教員希望枠入学生の入学前プログラムへの参画


